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我々の生活の場である建築には、膨大なエネルギーが投入されて快適な環境が実

現されています。中でも消費エネルギー量が多いのは空調で、建物を高断熱化する

ことには非常に大きな意味があります。現在は、断熱材は発泡ウレタンなどの有機

系材料が一般的に使用されていますが、製造時の投入資源・エネルギー量や火災時

に生じる有毒ガスなどに問題があり、これを無機系断熱材に置き換えることで得ら

れる大きなメリットが得られると期待されます。 

無機系軽量骨材と、超高強度コンクリートに用いられているセメントマトリック

スを併用したり、軽量骨材でポーラスコンクリートを作ることなどにより、構造材

としても、断熱材としても使用できる軽量断熱コンクリート（密度 0.5 g/m
3以下程度）

の開発を行っています。 

 

       

軽量コンクリートブロック        軽量断熱コンクリートの比重と熱伝導率 
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